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【経緯及び目的】 

ノロウイルス及びサポウイルスは経口感染し、嘔吐、下痢、腹痛などを引き起こす。両

ウイルスは感染力が強く集団感染・食中毒の原因となるため、この対策の強化は公衆衛生

上最も重要な課題の一つである。現在、両ウイルスを完全に不活化する方法として推奨さ

れているのは、次亜塩素酸ナトリウムや加熱による処理のみである 1, 2)。 
本研究では、これらとは異なるノロウイルス及びサポウイルスの感染制御手段の将来的

な確立を目指して、抗ウイルス活性のある化合物の探索を試みた。その結果、紅茶に含ま

れるテアフラビン類に興味深い活性が見られたので、詳細を報告する。 

 

【方 法】 

 ヒト由来のノロウイルス及びサポウイルスの効率的な培養系は確立されていないため、

代替ウイルスとして両ウイルスと同じカリシウイルス科の 3 種のウイルス（マウスノロウ

イルス (MNV)、ネコカリシウイルス (FCV)、ブタサポウイルス (PoSaV)）を使用した。本

県ファルマバレープロジェクト 3) において構築された静岡化合物ライブラリーから、抗カ

リシウイルス活性が期待される化合物として抗ウイルス薬、アルキル化薬及びこれらの構

造類縁体、天然物等 2,080 化合物を選抜し、CPE (cytopathic effect；細胞変性効果) 

reduction assay によって、化合物の抗ウイルス活性を評価した。 

 

【結果及び考察】 

 2,080 化合物のスクリーニングの結果、6化合物をヒット化合物として同定した。ヒット

化合物の、3種のウイルスそれぞれに対する最小阻止濃度を表1に示す。6化合物の中から、

3種のウイルス全てに抗ウイルス活性を示したテアフラビン類（表 1、theaflavin mono- 

gallates 及び theaflavin digllate）について、活性評価と作用メカニズムを検討した。 

 テアフラビン類（図 1）は紅茶に含まれるポリフェノールであり、抗酸化作用や抗ウイ

ルス作用等を有する生理活性物質である。今回の検討により、テアフラビン類はカリシウ

イルス粒子への直接の作用によって感染を抑制していると考えられた。また、アセチル体

の合成及び評価や、各種ポリフェノールの評価等によって、テアフラビン類のベンゾシク



ロヘプテノン環（図 1、A及び B環）上のフリーの水酸基が活性の発現に重要である可能性

が示唆された 4)。テアフラビン類は今回検討した 3種のカリシウイルス全てに対して抗ウ

イルス活性を示したことから、遺伝子型・構造が異なるカリシウイルスの感染力を減弱さ

せる可能性がある。したがって、ヒトノロウイルスに対しても同様の活性が期待される。 

 表 1 ヒット化合物と最小阻止濃度 
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図 1 テアフラビン類の構造式 

Results from two independent experiments, data are expressed as the mean. 
 

a) BFTC, 5-Bromo-N-(6-fluorobenzo[d]thiazol-2-yl)thiophene-2-carboxamide  
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【本研究にかかる特許について】 

テアフラビン類の抗カリシウイルス効果については、（一社）ファルマバレープロジェク

ト支援機構が特許を受ける権利を保有している。 
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